
市公式Facebook
市内での出来事や
市に関する情報を
紹介します

市公式Instagram
人や風景写真など
を通して魅力を発
信します

市公式LINE
イベント情報や防
災・気象情報をお
届けします

特集❶
パソコン＆スマホ正しく使えていますか？
～正しい知識でネット被害を回避する～
特集❷
南丹市職員給与を公表します
表紙：�表紙モデルに応募いただいた「八木町剣道スポーツ少年団」の皆さんです。練習中の様子を撮影しました。



2広報なんたん10・11月号

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
を
使
え
ば
、

メ
ー
ル
で
遠
く
に
住
ん
で
い
る

友
人
と
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
や
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
色
々
な
情
報
を
調
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

反
面
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
険
と
は
？

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
、

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
、
不
正
ア
ク
セ

ス
、
ス
パ
ム
メ
ー
ル
、
デ
ー
タ
流
出
・

損
失
。
こ
れ
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
脅
威
と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
脅

威
は
、
使
っ
て
い
る
端
末
を
破
壊
し
た

り
、
端
末
に
保
存
し
た
個
人
情
報
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
な
ど
が
盗
み
見

ら
れ
た
り
な
ど
、
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ウ
イ
ル
ス
に
は
増
殖
す
る
た
め

の
仕
組
み
を
持
っ
て
お
り
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
接
続
し
て
い
る
他
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
感
染
し
た
り
、
ア
ド
レ

ス
帳
や
電
子
メ
ー
ル
の
送
受
信
履
歴
を

利
用
し
て
自
動
的
に
ウ
イ
ル
ス
付
き
の

電
子
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。

パソコン＆スマホ
正しく使えていますか？
～正しい知識でネット被害を回避する～

ネ
ッ
ト
被
害
増
加
中
!?
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サ
イ
バ
ー
犯
罪
は
増
加
し
て
い
ま
す

　

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
被
害
件
数
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
攻
撃
手
法
も

多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
日
本
国
内

で
の
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
検
挙
件
数
は
、

平
成
28
年
か
ら
右
肩
上
が
り
に
増
加
し

て
お
り
、
過
去
5
年
間
で
2
割
ほ
ど
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
実
在
す
る
保
健
所
に
な
り

す
ま
し
「
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
情
報
が
あ

り
ま
す
」
と
い
っ
た
メ
ー
ル
を
送
信

し
、
添
付
フ
ァ
イ
ル
を
開
か
せ
、
端
末

を
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
さ
せ
る
な
ど
と

い
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
に
便
乗
し
た
サ
イ

バ
ー
犯
罪
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

自
分
が
被
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
に
利
用
す

る
た
め
に
は
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
手
口

と
そ
の
対
策
方
法
は
誰
も
が
知
っ
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
ネ
ッ
ト
被
害
に
遭

わ
な
い
た
め
の
具
体
的
な
対
策
を
記
載

し
て
い
ま
す
。
自
分
が
サ
イ
バ
ー
犯
罪

の
被
害
者
と
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う

に
、
有
効
な
対
策
を
実
践
し
ま
し
ょ

う
。

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
で
知
る

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路（
例
）

　

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
と
は
、
金
銭
を
脅

し
取
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
不
正
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
感
染
す
る
と
次
の
よ
う
な

こ
と
が
お
こ
り
ま
す
。

・�

パ
ソ
コ
ン
内
の
フ
ァ
イ
ル
が
暗
号
化

さ
れ
て
開
け
な
く
な
っ
た
り
、
画
面

が
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
使
用
不
能
に
な
る

・�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
が
ロ
ッ
ク

さ
れ
て
使
用
不
能
に
な
る

・�

暗
号
化
の
復
号
や
画
面
ロ
ッ
ク
の
解

除
と
引
き
換
え
に「
身
代
金
」を
要
求

さ
れ
る

　

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
に
感
染
し
て
し
ま

う
と
、
感
染
し
た
端
末
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
端
末
に
接
続
し
て
い
る
ハ
ー

ド
デ
ィ
ス
ク
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
な
ど
に

保
存
し
て
い
る
フ
ァ
イ
ル
も
暗
号
化
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
な
ど
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
上
で
共
有
し
て
い
る
フ
ァ
イ
ル

も
暗
号
化
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
よ
く
見
ら
れ
る
感
染
経
路
は
下
の

表
の
と
お
り
で
す
。
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セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
単
一
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
事
足

り
る
こ
と
は
な
く
、
多
重
防
護
が
基
本
で
あ
り
、
一
通
り
の

対
応
を
行
わ
な
け
れ
ば
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
左
部
に
記

載
さ
れ
て
い
る
６
つ
の
項
目
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う

上
で
基
本
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
在
宅
勤
務
や
不
要
不
急
の
外
出
は
控
え
ら

れ
て
い
る
今
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
今
一
度
自
身
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
見

直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

6つの基礎対策
今
す
ぐ
見
直
す

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

ウイルス対策ソフト

　コンピューターウイルスの感染
予防にはウイルス対策ソフトを使
用するのが一般的です。
　ウイルスの侵入からパソコンを
守り、ウイルスを退治してくれる
だけでなく、ウイルスに感染して
いないかどうかのチェックをして
くれる機能も含まれています。
　なお、コンピュータ・ウイルス
対策として、ウイルス検知ソフト
は大変有効なものですが、常に最
新のデータに更新しておくことが
大切です。

本物と偽物のサイト

　ウェブサイト検索結果一覧で上
位に表示されたからといって、正
規ウェブサイトとは限りません。
　正規URLの「o（オー）」を「0（ゼ
ロ）」、「l（アイ）」を「1（イチ）」など、
一文字だけ変えていたり、企業や
サービスの名称を一部に使ったり
するケースが見受けられます。
　よく利用する正規サイトはお気
に入り登録し、そこからサイトを
開くことがおすすめです。正規サ
イトに注意喚起が出ている場合も
あるので確認してみましょう。

添付ファイル

　メールの添付ファイルは、不用
意に開かないでください。
　昨今では本文も自然な日本語で
書かれたものが多くなっており、
見た目で怪しいメールかどうかを
判断することは難しくなっている
ので注意が必要です。
　知り合いや実在の組織になりす
ましてメールを送られている可能
性もあります。少しでも不自然な
ことがあれば、先方に問い合わせ
るなどして安全を確認してから開
いてください。

IDとパスワード

　パスワードは、長く、複雑にし
て、複数のサービスで使いまわさ
ないようにしましょう。
　短いパスワードや、誕生日や名
前、有名なキャラクター名、辞書
にある単語そのままなどの単純な
パスワードでは、推測されてしま
います。
　同じパスワードを複数のサービ
スで使いまわすと、1つのサービ
スからパスワードがもれたとき、
ほかのサービスにも不正にログイ
ンされることがあります。

導入していますか？

見分けることができますか？

安全確認していますか？

しっかり管理できていますか？

　
南
丹
市
は
積
極
的
に

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
ま
す

　

自
治
体
や
公
的
機
関
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
媒
体
を
用
い
て
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
こ
こ
数

年
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報

発
信
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

南
丹
市
で
も「
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ

ｏ
ｋ
」や「
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ

ｍ
」を
運
用
し
て
お
り
、
市
内
の

イ
ベ
ン
ト
や
、
四
季
折
々
の
南
丹

市
内
の
風
景
な
ど
を
配
信
し
て
い

ま
す
。
窓
口
や
電
話
、
郵
便
物
な

ど
と
は
違
っ
た
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

市公式Facebook

市公式Instagram
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SNSでの個人情報

　SNSのプライバシー設定が不
十分であったり、友人側の操作な
どにより、自分の意図しない範囲
まで情報が広まってしまう事例が
発生しています。SNSとはいって
も、インターネット上に個人に関
する情報を公開していることにか
わりはなく、自分の手の届かない
ところへ拡散していく危険性があ
ります。
　なお、友人に関する情報を掲載
する場合には、事前に許可を取る
ことを原則とするべきでしょう。

最新の手口

　ネット詐欺やサイバー攻撃など
の、最新の手口を知っておきまし
ょう。
　暮らしの安全をおびやかすイン
ターネット上の脅威は、テクニッ
クがますます巧妙に、そして多様
に変化し続けています。
　流行している手口を前もって知
って、備えておけば、被害にあう
可能性を低くできます。
　いざというときのために、相談
できる人や、相談窓口を確かめて
おくこともおすすめです。

うっかり情報公開していませんか？

知っていますか？

PICK UP！

「LINE」では防災・気象情報を配信しています

　公式LINEでは、イベント情報や市政情報などを配信
しています。
　また、各種警報、大雨情報、竜巻
注意報、土砂災害警戒情報、震度３
以上の地震情報などは自動配信され
るため、皆さんのもとにいち早く情
報が届きます。
　ぜひ登録をお願いします。

インターネットと人権
　忘れてはならないのは、パソコン
やスマートフォンなど、インターネ
ット端末の向こう側には、私たちと
同じ人間がいるということです。
　一度インターネット上に公開した
情報は完全に削除・回収することは
困難です。メールや掲示板への何気
ない書き込みが、相手を一生苦しめ
ることにもなりかねません。
　顔が見えないコミュニケーション
だからこそ、より相手の人権を尊重
しましょう。

知っておこう

チェックポイント

相手を傷つけないために
書き込む内容は、世界中から見られて
いることを認識する。

他人の悪口や差別的な内容は書き込ま
ない。

他人の書き込みに便乗し、エスカレー
トさせる書き込みはしない。

他人の個人情報を勝手に書き込まない。

人が写っている写真や動画を許可なく
掲載しない。

他人になりすまして書き込まない。
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　市職員に支給される給与は、国家公務員の給与を参考
にしながら、市議会の審議を経て条例や規則によって定
められます。
　市民の皆さんに、職員の給与などについて理解を深め
ていただくため、市職員の給与などの実態について令和
3年４月１日現在の主な内容を公表します。

（1） 人件費の状況（令和２年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
（令和3年3月31日現在）

歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率
（B／A）

30,870人 28,749,995
千円

593,459
千円

4,013,327
千円 14.0％

※　人件費には、特別職（常勤および非常勤）・議員に支給される
給料・報酬などを含みます。（事業費支弁人件費を含みます。）

　　普通会計とは、地方財政分析上統一的に用いられる会計区分
で、一般会計、市営バス運行事業特別会計などの合計です。

（3） 職員の平均年齢、平均給料月額および
　　 平均給与月額の状況（令和3年4月1日現在）

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 42.8歳 317,833円 381,657円

技能労務職 56.3歳 299,900円 301,950円

※ 「平均給料月額」とは、令和3年４月１日現在における基本給の
平均です。

　 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、
通勤手当、住居手当など諸手当の額を合計したものです。

（4） 一般行政職職員の初任給の状況（令和3年4月1日現在）

区　分
南丹市 国

初任給 2年目経過日 初任給 2年目経過日

大学卒 182,200円 193,900円 182,200円 193,900円

高校卒 150,600円 158,900円 150,600円 158,900円

学校卒業後、ただちに採用された職員の初任給と、その後引き続き２
年間勤務したときの給料月額は、次のとおりです。

（2） 職員給与費の状況（令和３年度普通会計当初予算）

職員数
（A）

給　与　費 1人当たり
の給与額
（B／A）給　料 職員手当 期末・勤勉

手当 計（B）

338人 1,295,670
千円

271,384
千円

509,383
千円

2,076,437
千円

6,143
千円

令和３年度の普通会計当初予算に計上された一般職員の給与費の
状況は次のとおりです。

※　職員手当には退職手当は含みません。

（5） 級別職員の状況（令和3年4月1日現在）

区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１　級 主事、一般技能職 29人 7.8％
２　級 主事、一般技能職 99人 26.8％
３　級 主査、主任 45人 12.2％
４　級 係長 73人 19.7％
５　級 課長補佐 58人 15.7％
６　級 課長、局長、事務局次長、参事 50人 13.5％

７　級 部長、支所担当長、会計管理者、
次長、教育参事、議会事務局長 16人 4.3％

計 370人 100.0％

職員数は、市の給与条例に基づく給料表の級区分によるものです。標
準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

※　職員数は、市長、副市長、教育長並びに船井郡衛生管理組合、
京都府住宅新築資金等貸付事業管理組合及び京都中部総合医療セ
ンターへの派遣職員を除いた数です。

（6） 職員手当の状況（令和3年4月1日現在）

区分 南丹市 国

扶
養
手
当

●配偶者　6,500円
●子　10,000円
●父母等 　１人につき　 6,500円

●満16歳〜満22歳までの子１人につき　5,000円加算

南丹市
と同じ

住
居
手
当

●借家の場合
　�　月額16,000円を超える家賃支払い者に対し、家

賃月額により、月額28,000円を限度に支給

南丹市
と同じ

通
勤
手
当

●交通機関利用者は、55,000円を限度に全額を支給
●交通用具利用者は、通勤距離に応じ支給

南丹市
と同じ

管
理
職
手
当

●部長級　　給料月額の13.0％
●次長級　　給料月額の11.0％
●課長級　　給料月額の  9.0％

定額制

期
末
・
勤
勉
手
当

区分 期末手当 勤勉手当 合　計

南丹市
と同じ

  6月期 1.275月分
（1.075月分）

0.95月分
（1.15月分）

2.225月分
（2.225月分）

12月期 1.275月分
（1.075月分）

0.95月分
（1.15月分）

2.225月分
（2.225月分）

計 2.55月分
（2.15月分）

1.9月分
（2.3月分）

4.45月分
（4.45月分）

職制上の段階、職務の級などによる加算措置あり
※（　　）内は、管理職員の支給月数です。

　2㎞以上　5㎞未満 月額　2,000円
　5㎞以上10㎞未満 月額　4,200円
10㎞以上15㎞未満 月額　7,100円
15㎞以上20㎞未満 月額10,000円
20㎞以上25㎞未満 月額12,900円
25㎞以上30㎞未満 月額15,800円
30㎞以上35㎞未満 月額18,700円
35㎞以上40㎞未満 月額21,600円
40㎞以上45㎞未満 月額24,400円
45㎞以上50㎞未満 月額26,200円
50㎞以上55㎞未満 月額28,000円
55㎞以上60㎞未満 月額29,800円
60㎞以上 月額31,600円

南 丹 市 職 員　
給与を公表します
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（参考）ラスパイレス指数の状況（令和２年４月１日現在）

国 京都府 京都市 南丹市 その他

100.0 99.4 102.0 97.1

府内市平均 98.9
（京都市除く）

府内市町村平均 97.7
（京都市除く）

全国市平均 98.9

※　ラスパイレス指数とは、国家公務員の平均給与額を100.0とし
て算定した時の地方公務員の平均給与額の指数です。

（9） 定員適正化計画の数値目標及び進捗状況

区　　分 報酬等月額 期末手当支給割合

市 長 736,000円

副 市 長 647,800円

教 育 長 579,200円 6月期1.675月分

議 長 470,000円 12月期1.675月分

副 議 長 415,000円 計　3.35月分

常 任 委 員 長 390,000円 （加算措置あり）

議会運営委員長 390,000円

議 員 380,000円

（7） 特別職の報酬などの状況（令和3年４月１日現在）

南丹市では、平成29年４月に第３次「南丹市職員定員適正化計画」を
策定（直営診療所開設に伴い、令和3年3月一部改正）しました。これま
でから非常に厳しい財政状況の中、市民協働の推進や民間活力の活用
など行政のスリム化を進めてきました。今後も、さらなる職員の資質向
上、効率的な組織体制の構築を目指し、真に必要となる職員数を確保し
つつ、定員の適正化を進めていきます。

（8） 職員数の状況（令和3年４月１日現在）

職　員　数
対前年
増減数令和2年度

（令和2年４月１日現在）
令和3年度

（令和３年４月１日現在）

一
般
行
政
部
門

議 会 4 4 　
総 務 99 98 △1
税 務 15 15 　
民 生 92 89 △3
衛 生 25 24 △1
農林水産 20 21 1
商 工 9 9 　
土 木 34 32 △2
小 計 298 292 △6

特
別
行

政
部
門

教 育 42 37 △5
消 防 − −
小 計 42 37 △5

公
営
企
業
等
会
計

部
門

病 院 　 9 9
上 水 道 11 10 △1
下　　水 9 9 　
そ の 他 13 13 　
小 計 33 41 8

合　計 373〔397〕 370〔397〕 △3

計画期間
数値目標

始　期 終　期

平成29年４月１日 令和４年４月１日
　平成29年４月に387人であった職員
総数を、令和3年度末までに「6.9％」に
あたる「27人」を削減する。

区　　分
職員数（人）

構成比（％）
男 女

20歳未満 3 3 0 0.8
20歳〜23歳 12 2 10 3.2
24歳〜27歳 32 15 17 8.7
28歳〜31歳 39 18 21 10.6
32歳〜35歳 33 19 14 8.9
36歳〜39歳 14 7 7 3.8
40歳〜43歳 37 26 11 10.0
44歳〜47歳 64 32 32 17.3
48歳〜51歳 60 33 27 16.2
52歳〜55歳 36 20 16 9.7
56歳〜　 　 40 21 19 10.8

合　計 370 196 174 100.0

1. 部門別職員数の状況

1. 定員適正化目標（数・率）

平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

387人 384人 380人 370人 370人 360人

387人 382人 378人 377人 374人

2.  各年４月１日現在における定員の数値目標と総職員数
　（上段：目標値、下段：職員数）＊職員数には派遣職員を含みます。

2. 年齢別職員構成の状況

退
職
手
当

自己都合 応募認定退職・定年退職

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分

勤続25年 28.0395月分 33.27075月分

勤続35年 39.7575月分 47.7090月分

最高限度額 47.7090月分 47.7090月分

・定年前早期退職特例措置あり（２％〜30%加算）

退
職
手
当

区　分 算定方式 支給時期

市　長 給料月額×任期１年につき530/100 任期毎に支給

副市長 給料月額×任期１年につき315/100 任期毎に支給

教育長 給料月額×任期１年につき270/100 任期毎に支給

※　退職手当については、京都府市町村職員退職手当組合に加入し
ており、同組合の規定による支給率です。

※　職員数は、地方公共団体定員管理調査に基づく職員数です。
 ［　　　］内は、条例定数の合計です。

特
殊
勤
務
手
当

区　分 全職種

特殊勤務手当予算額 475千円

職員全体に占める手当
支給対象職員の割合 5.9％

給料総額に対する比率 0.04％

手当の種類（手当数） 2種類

代表的な手当の名称 伝染病防疫等作業手当・汚物処理作業手当

※　令和３年度の普通会計当初予算に計上された一般職員に係る特
殊勤務手当の状況です。

※　退職手当については、京都府市町村職員退職手当組合に加入し
ており、同組合の規定による支給率です。

区　分
部　門
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南丹の景観ちょっと情報 景観の小窓

第 42 景

届
出
対
象
行
為
は
、
工
事

着
工
の
30
日
前
ま
で
に
市

へ
届
け
出
く
だ
さ
い

景
観
計
画
区
域
：
美
山
町
地
域

南
丹
市
で
は
「
景
観
条
例
」
を
制

定
し
て
お
り
、
計
画
区
域
内
で
の
建

築
物
や
工
作
物
の
新
築
・
移
転
、
屋

根
や
外
壁
の
塗
替
え
、
土
地
の
形
質

変
更
や
土
石
等
の
堆
積
な
ど
を
行
う

場
合
に
は
、
行
為
の
着
工
30
日
前
ま

で
に
市
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
南
丹

市
に
関
わ
る
多
く
の
方
々
と
一
緒

に
、
優
れ
た
景
観
を
守
り
育
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
景
観
条
例
（
計
画
）
の
詳
細
は
市

HP
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課

℡（
０
７
７
１
）６
８-

０
０
１
９

美
山
支
所
総
務
課

℡（
０
７
７
１
）６
８-

０
０
４
０

（美山町　中） （日吉町　中世木）

（園部町　黒田） （八木町　氷所）

【稲穂と景観】
　風に揺れる稲穂が緑から黄金色へと変わり、収
穫の時期をむかえました。秋の日差しに輝く稲穂
はまさに「黄金色」。稲の葉や茎は全力で籾に栄
養分を送り込み、籾が登熟して栄養分の溜め込み
を完了すると、使命を果たして枯れ、美しい黄金
色になります。夕方、黄金色の絨毯の上に無数の
アキアカネが飛び交い、その羽が夕日に反射して
キラキラと輝く幻想的な風景を演出しています。
今回は黄金色に広がる田園風景を紹介します。
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長
年
に
わ
た
り
今
宮
城
跡
へ
と
つ
な

が
る
道
が
失
わ
れ
て
い
た
た
め
、
散
策

道
を
設
置
し
、「
歴
史
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
」を
開
設
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
サ
サ
ユ
リ
は
、
か
つ
て
群
生

地
で
あ
っ
た
場
所
を
活
用
し
た
保
護
増

殖
に
成
功
し
、
多
く
の
花
を
咲
か
せ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
で
は「
歴
史
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
」

と「
サ
サ
ユ
リ
苑
」を
目
当
て
に
地
域
外

か
ら
観
光
に
訪
れ
る
フ
ァ
ン
が
増
え
、

大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。

▲ドローンによる空撮写真　長谷の美しい農村景観

▲今宮城跡案内看板を設置した集落の皆さん

▲コロナ終息を願う鯉のぼり一斉掲揚

描こう
みんなで

協
働
の
キ
ャ
ン
バ
ス
60
「
地
域
活
性
化
活
動
の
紹
介
」
美
山
地
域
編

地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て
！

　

国
道
1
6
2
号
線
沿
い
に
位
置
す
る

今
宮
区
は
、
15
名
が
暮
ら
す
限
界
集
落

で
す
。

　

春
に
は
コ
ブ
シ
や
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
咲

き
、
秋
に
は
紅
葉
が
美
し
い「
猿
飛
渓

谷
」が
あ
り
ま
す
が
、
景
観
の
維
持
管
理

に
苦
慮
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
集
落
支
援
事
業
を
活
用
し
、

地
域
の
資
産
で
あ
る
今
宮
城
跡（
戦
国
武

将
・
川
勝
光
照
築
城
）と
サ
サ
ユ
リ
を
観

光
資
源
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
取
組
を

は
じ
め
ま
し
た
。

　

美
山
町
の
中
心
地
に
近
い
長
谷
区
は
、

人
口
1
3
0
名
が
暮
ら
す
準
限
界
集
落

で
す
。

　

皆
が
誇
り
を
持
っ
て
住
み
続
け
る
た

め
に
、
区
民
総
出
の
整
備
作
業
を
年
5

回
実
施
し
、
美
し
い
農
村
景
観
を
維
持

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
や
か
な
日
々
を
願
う
鯉
の

ぼ
り
の
一
斉
掲
揚
や
郷
土
食
の
伝
承
、

盆
踊
り
の
披
露
な
ど
、
集
落
内
で
実
施

す
る
行
事
は
文
化
の
継
承
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
集
落
出
身
者
や
長
谷
フ
ァ
ン

の
増
加
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
昨
今
の
少
子
高
齢
化
や
生

活
様
式
の
変
化
に
伴
い
、
本
来
の
集
落

の
姿
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
状
況
に
危
機
感
を
感
じ
た
区
民
の

有
志
が
、
後
世
に
残
せ
る
よ
う
農
村
風
景

や
景
観
、
史
蹟
や
古
道
な
ど
を
記
し
た
集

落
地
図
の
製
作
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
集
落
地
図
を
通
じ
、
地
域
内
外

の
交
流
促
進
を
図
り
、
更
な
る
活
動
の

幅
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

美
山
町
今
宮
区

集
落
で
守
る『
今
宮
城
と
サ
サ
ユ
リ
苑
』

美
山
町
長
谷
区

　『
美
し
い
景
観
の
維
持
と
交
流
促
進
』

▲『ササユリ苑』看板

▲可憐なササユリの花

地
域
で
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
ぜ
ひ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

集
落
支
援
員
室

℡（
０
７
７
１
）６
８
ー
０
１
０
８
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作品名	 ：「熱気球」
撮影場所�	：�園部町大河内るり渓
撮影者	 ：福田　臣二

作品名	 ：「光の戦士」
撮影場所�	：�園部町船岡 JR船岡駅
撮影者	 ：澤田　広子

作品名	 ：「穂波の郷」
撮影場所�	：�八木町神吉
撮影者	 ：清水　剛

て
何
度
も
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
コ
ン
パ

ク
ト
な
観
光
の
発
掘
に
力
を
入
れ
て
参

り
ま
す
の
で
、
取
り
組
み
に
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
た
し
ま
す
。

　

南
丹
市
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
も
、
今

回
で
４
回
目
の
開
催
と
な
り
、
日
本
全

国
か
ら
毎
回
力
の
こ
も
っ
た
作
品
が
数

多
く
応
募
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
南

丹
市
と
南
丹
市
観
光
協
会
連
絡
会
の
共

催
で
、
テ
ー
マ
を
少
し
変
え
て
募
集
を

始
め
ま
し
た
。
南
丹
市
の
魅
力
に
溢
れ

る
作
品
を
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

南
丹
市
観
光
協
会
連
絡
会
だ
よ
り

　

昨
年
の（
一
社
）園
部
文
化
観
光
協
会

の
設
立
を
機
に
、
各
旧
町
全
て
の
観
光

協
会
と
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
横
の
連
携
を
深
め
、

手
を
取
り
合
っ
て
南
丹
市
の
観
光
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
、
今
年
４
月
に
発
足
し

た
の
が
南
丹
市
観
光
協
会
連
絡
会
で
す
。

　

こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
り
こ
こ
数
年
好
調
で
あ

っ
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
な
ど
、
観
光
を
取
り
巻
く
状

況
が
一
変
し
ま
し
た
。
し
か
し
日
常
生

活
へ
の
制
限
の
反
動
か
ら
、
コ
ロ
ナ
収

束
後
の
旅
行
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
人

は
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中

注
目
さ
れ
る
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

は
、
自
宅
か
ら
１
～
２
時
間
圏
内
で
宿

泊
観
光
や
日
帰
り
観
光
す
る
と
い
う
も

の
で
す
が
、
南
丹
市
へ
の
主
な
観
光
客

は
京
阪
神
地
域
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

観
光
が
ま
さ
し
く
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
え
ま
す
。
本
連
絡
会
で
は
、
多

岐
に
渡
る
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

　

南
丹
市
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
の
７
・
８
月
の
入
選
作
品
が

決
ま
り
ま
し
た
。
入
選
し
た
作
品
は
下

部
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
作
品
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

南
丹
市
な
ら
で
は
の
風
景
や
、
お
す
す

め
し
た
い
隠
れ
た
名
所
、
家
族
や
友
達

と
の
思
い
出
、
何
気
な
い
日
常
の
中
で

発
見
し
た
素
敵
な
一
コ
マ
な
ど
、
南
丹

市
を
好
き
に
な
る
よ
う
な
写
真
を
投
稿

し
て
く
だ
さ
い
。

南
丹
市
観
光
協
会
連
絡
会
の

発
足
に
あ
た
っ
て

南
丹
市
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の

作
品
募
集
は
じ
ま
る

南
丹
市
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
選
作
品
決
定

南丹市観光協会連絡会
代表　中川　幸雄

　

テ
ス
ト
チ
ラ
シ
下
部
応
募
票
を

　

貼
り
付
け
、
郵
送
ま
た
は
事
務

　

局
へ
持
参
。

【
デ
ー
タ
作
品
】

　

フ
ァ
イ
ル
形
式
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
、　

　

１
作
品
概
ね
５
Ｍ
Ｇ
～

１０
Ｍ
Ｇ

　

で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
フ
ォ
ー
ム
よ
り
応
募
。

　　

詳
し
く
は
、（
事
務
局
）南
丹
市

美
山
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
へ
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

℡
０
７
７
１

−

７
５

−

９
０
３
０

※
こ
れ
ま
で
の
入
選
作
品
に
つ
い

て
は
、
市
内
外
で
巡
回
展
示
し
て

お
り
ま
す
。

テ
ー
マ

　

暮
ら
し
が
語
る
風
景

受
付
期
間

　

令
和
３
年
９
月
１
日（
水
）～

　

令
和
４
年
１
月
１１
日（
火
）

応
募
方
法

【
プ
リ
ン
ト
作
品
】 

　

２
Ｌ
サ
イ
ズ
に
て
フ
ォ
ト
コ
ン

▲インスタグラム

▲フォトコンテスト
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子
ど
も
に
と
っ
て
の
食
事
の
大
切
さ

～
楽
し
く
食
べ
る
子
ど
も
に
～

　

食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
た
め
の
基
本

で
あ
り
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
心
と
体

の
発
達
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

乳
幼
児
期
は
、体
の
発
達
と
共
に
、脳

や
神
経
機
能
が
急
速
に
発
達
し
、
運
動

機
能
が
向
上
し
ま
す
。こ
の
時
期
に
食
事
か

ら
摂
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
栄
養
素
は
、
健

康
を
維
持
・
増
進
す
る
だ
け
で
な
く
、発

育
・
発
達
の
た
め
に
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

食
事
は
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ

た
め
の
軸
に
な
り
ま
す
。

■
乳
幼
児
の
味
覚　

　

食
の
好
み
は
生
ま
れ
つ
き
も
っ
て
い

る
も
の
で
は
な
く
、経
験
を
通
し
て
身
に

つ
く
も
の
で
す
。成
長
に
伴
い
、食
体
験

を
積
む
こ
と
で
味
覚
は
少
し
ず
つ
発
達

し
て
い
き
ま
す
。子
ど
も
の
味
覚
セ
ン
サ

ー
は
大
人
の
３
倍
と
も
言
わ
れ
、子
ど
も

の
味
の
感
じ
方
は
大
人
と
は
違
い
ま
す
。

■
５
つ
の
基
本
の
味

（
甘
味
・
塩
味
・
旨
味
・
苦
味
・
酸
味
）

　

甘
味
・
塩
味
・
旨
味
は
人
間
が
本
来

好
む
味
で
す
が
、
経
験
に
よ
り
好
む
よ

う
に
な
る
味
が
苦
味
・
酸
味
で
す
。
経

南
丹
市
食
育
推
進
委
員
会

（
事
務
局
：
保
健
医
療
課
）
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食
は
、

　
　
ひ
と
づ
く
り
、

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
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験
の
な
い
子
ど
も
に
は
苦
手
な
味
に
な

り
や
す
い
で
す
。

　

乳
幼
児
期
は
味
覚
が
形
成
さ
れ
る
大

事
な
時
期
。
い
ろ
い
ろ
な
食
材
と
味
に

慣
れ
、幅
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。多
く
の
味
の
経
験
が「
お
い
し
い
！
」

感
覚
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

■
食
材
を
五
感
で
感
じ
よ
う

　

例
え
ば
、泥
が
つ
い
た
じ
ゃ
が
い
も
。

洗
う
前
は
表
面
が
ぼ
こ
ぼ
こ
に
感
じ
ま

す
。
し
か
し
皮
を
む
く
と
、つ
る
っ
と
し

た
手
触
り
に
な
り
、白
い
で
ん
ぷ
ん
が
出

て
き
ま
す
。
鍋
に
入
れ
て
煮
る
と
、よ
い

香
り
が
し
て
、ほ
っ
く
り
と
し
た
食
感
に

変
わ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
た
っ
た
一

つ
の
食
材
で
も
、子
ど
も
た
ち
は
実
際
に

体
験
す
る
こ
と
で
食
へ
の
興
味
が
深
ま

り
、食
べ
物
が
よ
り
お
い
し
く
感
じ
ら
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
家
庭
で
も
、
い
ろ

い
ろ
な
食
材
に
触
れ
、
五
感
で
感
じ
る

体
験
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

～レシピ紹介～
豚じゃがのトマト煮
・�野菜の皮むきをお手伝い

してみよう！
・トマトの酸味を感じよう！

〈材料　大人２人分＋子ども２人分〉
豚肉150g　じゃがいも大1個　玉ねぎ中1個
ズッキーニ1/2本　人参1/2本　トマト1個
水240㏄　コンソメ1.8g

（Ａ）｛さとう小さじ1　ケチャップ大さじ2.5　塩少々
こしょう少々　薄口しょうゆ小さじ1｝
油適量

〈作り方〉
① 豚肉は１cm幅程度に切る。
② じゃがいもと人参はいちょう切り、玉ねぎは角

切り、ズッキーニは半月切り、トマトはヘタを
とって角切りにする。

③ 鍋を熱して油をひき、豚肉と野菜を炒める。
④ ③に水とコンソメを入れて煮る。
⑤ 野菜がやわらかくなったら、（Ａ）の調味料を入

れて味をつける。

くす玉蒸し
・�かじりとって食べよう！
・もち米のモチモチ食感を

楽しもう！

〈材料　大人２人分＋子ども〈材料　大人２人分＋子ども２人分〉
（Ａ）｛豚ひき肉180g　木綿豆腐60g　
玉ねぎ1/2個　干し椎茸3g　しょうが 適量
濃口しょうゆ大さじ1　片栗粉大さじ1.5｝　
もち米48g

〈作り方〉
① 玉ねぎはみじん切りにし、干し椎茸は水で戻し

て、みじん切りする。しょうがはすりおろして
しぼり汁をとる。

② （Ａ）の材料をボウルに入れて、よく混ぜ、球状
に丸める。

③ ②のまわりにもち米をつける。
④ ③を蒸す。

提供：南丹市立保育所 幼児学園給食メニュー
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〜
＋
10
分（
プ
ラ
ス
テ
ン
）か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
〜

̶106̶

お元気ですか？

保健師です。

認
知
症
は
誰
に
と
っ
て
も
身
近
な
も
の
で
す

正
し
く
知
っ
て
健
康
的
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う

○
認
知
症
と
は
？　

　

人
間
の
活
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

司
令
塔
の
働
き
を
し
て
い
る
脳
の
働
き

が
悪
く
な
り
、
生
活
す
る
う
え
で
の
問

題
が
出
て
き
て
、
暮
ら
し
づ
ら
く
な
っ

て
い
る
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

○
認
知
症
は
身
近
な
病
気

　

年
齢
が
上
が
る
と
と
も
に
認
知
症
と

共
に
生
き
る
人
の
割
合
が
増
え
て
き
ま

す
。
85
歳
を
超
え
る
と
4
人
に
1
人
に

発
症
が
見
ら
れ
る
と
も
い
わ
れ
、
長
寿

社
会
の
今
、
認
知
症
は
多
く
の
人
に
と

っ
て
身
近
な
も
の
と
い
え
ま
す
。

　
『
認
知
症
の
予
防
』と
し
て
は
、「
認

知
症
に
な
ら
な
い
」と
い
う
だ
け
で
は
な

く
、「
認
知
症
に
な
る
の
を
遅
ら
せ
る
」、

「
な
っ
て
も
進
行
を
緩
や
か
に
」と
い
う

発
想
も
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
誰
も
が「
認
知
症
に
な
っ
て
も
尊

厳
と
希
望
を
持
っ
て
日
常
生
活
を
過
ご

せ
る
」よ
う
に
す
る
た
め
の
環
境
づ
く
り

も
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

家
族
や
地
域
の
み
ん
な
が
、
認
知
症

を
正
し
く
理
解
し
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
で
す
。

○
自
分
で
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣

病
は
、
認
知
症
と
の
関
係
が
深
い
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
不

適
切
な
飲
酒
や
喫
煙
も
認
知
症
の
発
症

因
子
と
な
り
ま
す
。

　

正
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
、
運
動

不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、

歯
磨
き
を
忘
れ
な
い
等
お
口
の
健
康
に

気
を
付
け
た
り
、
医
師
か
ら
処
方
さ
れ

た
薬
を
き
ち
ん
と
飲
ん
で
病
気
の
管
理

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
人
と
の
交
流
を
続

け
る
こ
と
も
、
認
知
症
の
予
防
や
進
行

を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

せ
て
開
催
を
見
合
わ
せ
て
い
る
通
い
の

場
も
あ
り
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方
は

「
オ
ン
ラ
イ
ン
通
い
の
場
」な
ど
の
ア
プ

リ
が
利
用
で
き
ま
す
。
集
ま
る
こ
と
が

難
し
い
場
合
は
こ
の
よ
う
な
ア
プ
リ
を

活
用
す
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

　

南
丹
市
内
で
は
、
９
月
の
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
月
間
を
中
心
に
、
認
知
症
啓
発

の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
の
オ
レ
ン
ジ
色
の

花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
と
い
う
取
り
組

み
や
施
設
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
地
域
で
共
に
生

き
る
社
会
を
願
っ
て
咲
か
せ
て
い
る
オ

レ
ン
ジ
色
の
花
は
、
会
わ
な
く
て
も
で

き
る
つ
な
が
り
づ
く
り
や
、
認
知
症
に

つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

○
通
い
の
場
の
支
援
を
し
ま
す

　

保
健
医
療
課
で
は
、
保
健
師
・
栄
養

士
・
歯
科
衛
生
士
が
通
い
の
場
に
伺
い
、

健
康
に
関
す
る
お
話
を
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
日
程
や
内
容
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

○
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
通
い
の
場

　

趣
味
の
サ
ー
ク
ル
、
ふ
れ
あ
い
・
い

き
い
き
サ
ロ
ン
な
ど
の「
通
い
の
場
」は

あ
り
ま
す
か
？

　

通
い
の
場
は
、
健
康
や
体
力
づ
く
り

の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
力
を
活
か
し
て
活
躍
し
、
み

ん
な
と
一
緒
に「
い
い
ひ
と
時
」を
過
ご

し「
共
に
生
き
る
」こ
と
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
る
場
所
で
す
。

　

社
会
参
加
を
し
、
人
と
の
交
流
を
す

る
こ
と
は
生
き
が
い
づ
く
り
に
も
な
り
、

認
知
症
に
限
ら
ず
、
広
い
意
味
の
健
康

づ
く
り
に
繋
が
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

て
い
ま
す
。

○
集
ま
れ
な
く
て
も
つ
な
が
り
を

　

現
在
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
状
況
に
合
わ

保
健
医
療
課
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通いの場で健康づくりの
情報を伝えます
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せ
て
開
催
を
見
合
わ
せ
て
い
る
通
い
の

場
も
あ
り
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方
は

「
オ
ン
ラ
イ
ン
通
い
の
場
」な
ど
の
ア
プ

リ
が
利
用
で
き
ま
す
。
集
ま
る
こ
と
が

難
し
い
場
合
は
こ
の
よ
う
な
ア
プ
リ
を

活
用
す
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

　

南
丹
市
内
で
は
、
９
月
の
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
月
間
を
中
心
に
、
認
知
症
啓
発

の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
の
オ
レ
ン
ジ
色
の

花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
と
い
う
取
り
組

み
や
施
設
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
地
域
で
共
に
生

き
る
社
会
を
願
っ
て
咲
か
せ
て
い
る
オ

レ
ン
ジ
色
の
花
は
、
会
わ
な
く
て
も
で

き
る
つ
な
が
り
づ
く
り
や
、
認
知
症
に

つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

○
通
い
の
場
の
支
援
を
し
ま
す

　

保
健
医
療
課
で
は
、
保
健
師
・
栄
養

士
・
歯
科
衛
生
士
が
通
い
の
場
に
伺
い
、

健
康
に
関
す
る
お
話
を
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
日
程
や
内
容
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

人
と
人
と
の
関
わ
り
で
、

子
ど
も
の
人
権
感
覚

を
育
む
」

　

こ
れ
は
、
本
校
の
人
権
教
育

で
大
切
に
し
て
き
た
考
え
方
で

す
。
人
と
人
と
が
関
わ
る
場

面
は
学
校
の
中
に
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
授
業
。

友
だ
ち
と
対
話
す
る
こ
と
で
新

た
な
考
え
に
出
会
い
、
学
び
の

質
は
高
ま
り
ま
す
。
他
に
も
、

高
学
年
の
児
童
が
行
う
委
員

会
活
動
や
ク
ラ
ブ
活
動
、
様
々
な
学
年
が一

緒
に
な
っ
て
遊
ん
だ
り
、
掃
除
を
し
た
り

す
る
異
年
齢
活
動
、
毎
日
の
登
下
校
な
ど

も
そ
う
で
す
。
子
ど
も
達
は
互
い
に
関
わ

る
体
験
を
通
し
て
、
相
手
を
思
い
や
る
こ

と
の
大
切
さ
を
学
び
、
友
だ
ち
か
ら
が
ん

ば
り
を
認
め
ら
れ
て
、
自
分
の
大
切
さ
に

気
付
い
て
い
き
ま
す
。
一人
だ
け
で
気
付
か

な
い
こ
と
も
、
友
だ
ち
と
共
に
学
び
合
う

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し
て
新
た
な
気
付

き
が
生
ま
れ
、
人
を
大
切
に
す
る
心
を
育

ん
で
い
く
の
で
す
。

年
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、
学
校
生
活
に
お

い
て
も
人
と
人
と
の
関
わ
り
を
制
限
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
状
況
の
中
、八
木
東
小
学
校
で
は「『
で

き
な
い
』で
は
な
く
、
今『
で
き
る
』こ
と
を

考
え
よ
う
。」と
、
子
ど
も
同
士
の
関
わ
り

合
い
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
取
組
を
工
夫
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の一つ
が
、
昨
年
度
に
各
校
に
整
備
さ

れ
た（
I
C
T
機
器
）一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
活
用
す
る
こ
と
で
す
。
全
校
で
直
接
集

ま
れ
な
く
て
も
、
子
ど
も
た
ち
同
士
が
互

い
に
学
び
合
え
る
テ
レ
ビ
シ
ス
テ
ム
を
様
々

な
場
面
で
活
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
授

業
で
も
意
見
の
交
流
等
に
活
用
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
こ
の
取
組
は
学
年
間
の
交
流

か
ら
、
地
域
の
方
と
の
交
流
に
も
広
が
り
、

人
と
人
と
の
関
わ
り
の
新
た
な
形
と
し
て

定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
て
再
び

学
校
に
子
ど
も
達
の
人
権
感
覚
を
育
む
場

が
日
々
増
え
て
い
ま
す
。

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
本
当

に
大
き
い
で
す
。
し
か
し
、
そ
ん

な
中
で
も
子
ど
も
も
教
師
も
一
緒
に
な
っ
て

新
た
な
学
び
の
場
を
生
み
出
し
、
共
に
成

長
し
て
い
け
る
学
校
を
こ
れ
か
ら
も
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

南
丹
市
立
八
木
東
小
学
校

人
権
教
育
主
任　

吉よ
し

田だ　

直な
お

晃あ
き

88

コロナ禍の中でも人と人との関わりで育む人権教育

ま
す
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
身
に
つ
け

て
い
る
方
を
見
か
け
た
ら
！

電
車
や
バ
ス
の
中
で
、
席
を

お
譲
り
く
だ
さ
い
。

　

外
見
で
は
健
康
に
見
え
て
も
、

疲
れ
や
す
か
っ
た
り
、
つ
り
革
に

つ
か
ま
り
続
け
る
な
ど
の
同
じ
姿

勢
を
保
つ
こ
と
が
困
難
な
方
が
い

ま
す
。
ま
た
、
外
見
で
は
分
か
ら

な
い
た
め
、
優
先
席
に
座
っ
て
い

る
と
不
審
な
目
で
見
ら
れ
、
ス
ト

レ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

駅
や
商
業
施
設
等
で
、
声
を

か
け
る
な
ど
の
配
慮
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

交
通
機
関
の
事
故
等
、
突
発
的

な
出
来
事
に
対
し
て
臨
機
応
変
に

対
応
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
や
、

立
ち
上
が
る
、
歩
く
、
階
段
の
昇

降
な
ど
の
動
作
が
困
難
な
方
が
い

ま
す
。

災
害
時
は
、
安
全
に
非
難
す

る
た
め
の
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

視
覚
や
聴
覚
に
障
が
い
が
あ

り
、
状
況
把
握
が
難
し
い
方
、
肢

体
に
障
が
い
が
あ
り
、
自
力
で
迅

速
な
避
難
が
困
難
な
方
な
ど
様
々

な
方
が
い
ま
す
。（

人
権
政
策
課
）

ふ・れ・あ・い

―第51回―

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
知
っ
て
い
ま

す
か
？
援
助
が
必
要
な
方
の
た
め

の
マ
ー
ク
で
す
。

　

義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て

い
る
方
、
内
部
障
が
い
や
難
病
の

方
、
ま
た
は
、
妊
娠
初
期
の
方
な

ど
、
援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て

い
る
こ
と
が
外
見
か
ら
は
分
か
ら

な
い
方
が
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

方
々
が
、
周
囲
の
方
に
配
慮
を
必

要
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る

こ
と
で
、
援
助
を
得
や
す
く
な
る

よ
う
作
成
し
た
マ
ー
ク
で
す
。

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
赤
は
支
援
を

必
要
と
し
て
い
る
こ
と
、
ハ
ー
ト

は
相
手
に
ヘ
ル
プ
す
る
気
持
ち
を

持
っ
て
い
た
だ
く
、
と
い
う
意
味

を
含
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
マ
ー
ク
を
見
か
け
た
ら
思

い
や
り
の
あ
る
行
動
を
お
願
い
し

「
助
け
合
い
の
し
る
し

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」

昨

新

▲ICT機器を使った学校朝礼の様子

「
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新
刊
紹
介

『
山
下
清
』

監
修
：
山
下

　浩

発
行
：
平
凡
社

　
「
別
冊
太
陽
」
は
、
テ
ー
マ
を

深
く
掘
り
下
げ
て
紹
介
し
て
い
る

本
で
す
。
今
回
は
山
下
清
。
お
か

し
み
の
あ
る
言
葉
と
作
品
で
生
涯

を
辿
り
ま
す
。
芸
術
の
秋
に
ぴ
っ

た
り
の
作
品
で
す
。

　
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
・
カ
ワ
ウ
ソ

な
ど
、
絶
滅
し
た
と
さ
れ
る
動
物

か
ら
、
ツ
チ
ノ
コ
や
ネ
ッ
シ
ー
、

雪
男
ま
で
、
そ
の
正
体
と
生
存
の

可
能
性
を
科
学
的
に
検
証
し
て
い

る
画
期
的
な
図
鑑
で
す
。

『
ま
ぼ
ろ
し
の
生
き
も
の
』

監
修
：
今
泉

　忠
明

発
行
：
講
談
社

20広報なんたん10・11月号

　

図
書
館
で
は
、
毎
年
、
読
書
週

間
に
合
わ
せ
て
、
た
く
さ
ん
の
本

に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
楽

し
い
企
画
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の

秋
は
２
つ
の
企
画
を
実
施
中
で
す
。

　

一
つ
目
は
、「
し
お
り
マ
ー
ケ
ッ

ト
」で
す
。
図
書
館
で
本
を
借
り
る

度
、
エ
コ
バ
ッ
グ
型
の
し
お
り
に
、

か
わ
い
い
食
材
を
貼
り
つ
け
て
完

成
さ
せ
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
お
す
す
め
本
の
ガ

ー
ラ
ン
ド
」で
す
。
ハ
ー
ト
や
三
角

の
紙
に
お
す
す
め
の
本
の
題
名
と
お

す
す
め
ポ
イ
ン
ト
を
書
い
て
、
飾
り

つ
け
て
も
ら
い
ま
す
。
お
す
す
め
の

本
を
通
じ
て
み
ん
な
で
、
読
書
の
秋

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

他
に
も
大
人
の
方
向
け
の
講
座

や
、
子
ど
も
向
け
の
工
作
会
な
ど
を

随
時
企
画
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
図

書
館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

—第76回—
消費生活情報

情
報
商
材
、暗
号
資
産（
仮
想
通
貨
）

の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

に
信
じ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。友

人
か
ら
勧
誘
さ
れ
て
も
、必
要
な
い
契

約
は
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

●
暗
号
資
産
は
、円
や
ド
ル
の
よ
う
に

国
が
価
値
を
保
証
す
る
法
定
通
貨
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
価
格
が
急
落
し
、

損
を
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
暗
号
資
産
の
交
換
業
者
は
、金
融
庁

へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。登
録
業
者
で

あ
る
か
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
等
で
知
り
合

っ
た
人
か
ら
投
資
の
勧
誘
を
受
け
て

も
、安
易
に
信
用
し
て
投
資
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
不
安
な
こ
と
や
被
害
に
あ
っ
た
か

も
と
思
う
こ
と
な
ど
が
あ
れ
ば
、左
記

窓
口
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

℡
１
８
８（
い
や
や
！
）

南
丹
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

�

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
１
０
０

　

月
曜・火
曜・金
曜（
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

京
丹
波
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
℡（
０
７
７
１
）８
２
─
３
８
０
３

　

水
曜
・
木
曜（
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
商
工
課
）

●「
簡
単
に
稼
げ
る
」「
も
う
か
る
」こ

と
を
強
調
す
る
広
告
や
誘
い
を
、安
易

ひ
と
こ
と
助
言

「
簡
単
に
稼
げ
る
」は
危
険
サ
イ
ン

暗
号
資
産
交
換
業
は
登
録
が
必
要
！

ト
ラ
ブ
ル
の
ご
相
談
は
左
記
窓
口
へ

　「読
書
の
秋
の
取
組
み
」

〜 

読
書
の
秋
！
み
な
さ
ん
の
お
気
に
入
り
の
本
を
教
え
て
く
だ
さ
い 

〜

事例１  １年後に2,000万円もうかるという
ネット広告を見て、もうかる株の情報を20 
万円で購入するよう勧められ、クレジットカードを作っ
て支払った。指示通りしても株価の予想に必要なパソコ
ンの設定ができない。高額で支払えないので解約したい。
(10歳代、男性)
事例2  大学の先輩にセミナーに誘われ、「海外に暗号資産
で投資をするとAI が自動運用して配当が入る。人に紹介
するとさらにお金が入る」と説明を受け、100
万円を借りて投資したが全く配当は入らず、投
資先から「現在出金停止」という連絡がきた。説
明と違い返金してほしい。(20歳代、女性)

(独)国民生活
センター発表

資料より
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10月4日の活動風景

21 広報なんたん10・11月号

　
「
脳
ト
レ
日
吉
」は「
み
ん
な
の
認

知
症
予
防
ゲ
ー
ム
」と
い
う
基
本
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
用
い
て
、
元
気
な
う

ち
か
ら
認
知
症
を
防
ぐ
、
遅
ら
せ
る

こ
と
で
、
介
護
予
防
と
健
康
寿
命
を

延
ば
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
４
日
、
南
丹
市
日
吉
は
ー
と

ぴ
あ
で
脳
ト
レ
講
座
が
開
催
さ
れ
、

上
半
身
の
運
動
や
頭
の
体
操
、
そ
し

て
集
団
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
な
り
、

他
人
と
触
れ
な
い
よ
う
に
な
ど
の
気

を
配
り
な
が
ら
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、
参
加
者
は
終
始
楽
し
げ
な
表

情
で
取
り
組
み
、
笑
顔
が
溢
れ
る
講

座
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
座
の
参
加
者
か
ら
は「
家
の
中

に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た
の
が
、

脳
ト
レ
に
参
加
し
て
か
ら
は
笑
う
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
」「
一
人
で

家
に
い
ま
す
が
、
外
出
す
る
機
会
が

で
き
、
気
が
し
っ
か
り
し
ま
す
」な

ど
の
声
が
あ
り
、
認
知
症
な
ど
予
防

だ
け
で
な
く
、
シ
ニ
ア
の
方
た
ち
の

交
流
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
ま
た
、
参
加
者
の
そ
の
よ
う
な

声
が
脳
ト
レ
日
吉
の
ス
タ
ッ
フ
皆
さ

ん
の
活
動
す
る
う
え
で
の
励
み
と
な

る
そ
う
で
す
。

　

脳
ト
レ
日
吉
代
表
の
西
村
さ
ん
は

「
認
知
症
を
予
防
し
、
ま
た
、
発
症
後

も
穏
や
か
に
進
行
す
る
よ
う
に
、
ゲ

ー
ム
を
通
し
て
ふ
れ
あ
い
、
一
緒
に

笑
い
参
加
す
る
達
成
感
を
味
わ
っ
て

ほ
し
い
。
脳
ト
レ
講
座
は
そ
ん
な
地

域
の『
お
仲
間
さ
ん
』の
ほ
っ
と
す
る

居
場
所
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
」と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
脳
ト
レ
日
吉
の
活
動

で
、
い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
せ
る

人
が
増
え
、
つ
な
が
り
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。

長く元気な人生を

〜脳トレ日吉〜

▲指から腕の運動の様子

　利用者については、随時希望者が
あれば内容をご理解いただき、受け
付けております。

問い合わせ先
脳トレ日吉　代表　西村　松子
電話：0771-73-0273
南丹市社会福祉協議会日吉事務所
電話：0771-72-0947
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森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：30,870人（−35)
　（男：15,040人

（−9）
・女：15,830人

（−26）
）

●世帯数：14,322世帯（−4)
（令和3年10月1日現在）

（　）内は前月比

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
手
軽
に

情
報
収
集
が
で
き
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
と
り
や
す

く
、
非
常
に
便
利
で
す
が
、
そ

れ
と
同
時
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
犯
罪
に
つ
い
て

の
ニ
ュ
ー
ス
が
毎
日
の
よ
う
に

流
れ
て
い
ま
す
。

　

正
し
い
対
策
で
、
自
身
が
犯

罪
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

�

（
Ｍ
）

 

編
集
後
記

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

　
広
報
な
ん
た
ん
8
・
9
月
号
の
記
事
に

次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◇
15
ペ
ー
ジ
：
下
段

（
誤
）中
川
　
敦
男
さ
ん

（
正
）中
川
　
淳
男
さ
ん

で
も
観
光
土
産
の
菓
子
づ
く
り
の
努
力
は
続
け
ら
れ
て
い

る
。

　

神
社
仏
閣
・
旧
跡
名
所
に
銘
菓
あ
り
と
言
わ
れ
る
。
大

宰
府
天
満
宮
の
梅
ヶ
枝
餅
、
柴
又
帝
釈
天
の
草
だ
ん
ご

等
々
。
銘
菓
そ
の
も
の
が
地
域
の
名
所
や
人
物　

の
宣
伝

に
な
る
。
園
部
の
か
ど
や
老
舗
の
唐
板
は
出
石
藩
か
ら
園

部
藩
に
引
き
継
が
れ
た
４
０
０
年
の
歴
史
を
背
負
う
個
性

の
あ
る
素
朴
な
お
菓
子
。
八
木
で
は
木
喰
せ
ん
べ
い
や
ジ

ョ
ア
ン
饅
頭
、
大
堰
百
景
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
市
内
で

一
番
人
口
の
多
い
園
部
町
内
で
の
声
を
聴
く
と
、
園
部
を

代
表
す
る
銘
菓
や
買
え
る
店
舗
が
現
在
乏
し
く
、
お
使
い

物
に
す
る
菓
子
折
り
に
困
っ
て
い
る
と
口
を
そ
ろ
え
る
。

　

園
部
に
は
お
城
あ
り
、
天
満
宮
あ
り
、
景
勝
る
り
渓
あ

り
と
お
菓
子
の
テ
ー
マ
に
は
事
欠
か
な
い
。
丹
波
栗
や
黒

豆
、
赤
小
豆
、
白
大
豆
、
蕎
麦
な
ど
の
材
料
も
多
彩
に
あ

る
。
例
え
ば
既
存
菓
子
店
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
菓
子
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
な
ど
が
協
力
し
て
地
域
の
銘
菓
を
新
規
に
開
発
す

る
な
ど
取
り
組
み
は
全
国
各
地
に
み
ら
れ
る
。
是
非
と
も

園
部
の
土
地
柄
に
ふ
さ
わ
し
い
銘
菓
誕
生
に
挑
戦
す
る
人

や
動
き
が
現
れ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

南
丹
市
長　

西
村　

良
平

　

コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
、
作
詞
家
の
糸
井
重
里
が
数
年
前
に

辞
典
を
発
行
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は「
お
み
や
げ
お
や
つ
大

辞
典
」。
日
本
全
国
各
地
の
お
す
す
め
お
み
や
げ
お
や
つ

を
ま
と
め
た
も
の
。
三
重
の
赤
福
餅
、
静
岡
の
う
な
ぎ
パ

イ
、
広
島
の
も
み
じ
饅
頭
、
福
岡
の
博
多
通
り
も
ん
、
福

井
の
羽
二
重
餅
等
々
有
名
な
定
番
銘
菓
が
数
多
く
並
ぶ
。

　

京
都
府
で
は
、
阿
闍
梨
餅（
満
月
）や
雲
龍（
俵
屋
吉

富
）、
蕎
麦
ぼ
う
ろ（
か
わ
み
ち
屋
）、
夏
柑
糖（
老
松
）、

夷
川
五
色
豆（
豆
政
）等
々
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
。
南
丹
市
内

に
工
場
を
持
つ
メ
ー
カ
の
品
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
井
筒

八
ッ
橋
な
ど
の
八
つ
橋
、
仙
太
郎
の
最
中
、
と
ら
や
の
小

形
羊
羹
。
こ
れ
ら
は
京
都
市
内
か
ら
南
丹
市
内
に
工
場
を

移
転
や
増
設
し
た
全
国
ブ
ラ
ン
ド
メ
ー
カ
ー
の
製
品
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
銘
菓
を
詰
め
た
菓
子
折
り
を
贈
る
習
慣

は
、
仏
事
や
祝
い
事
を
は
じ
め
、
ご
挨
拶
や
謝
罪
、
要
望

ご
と
、
感
謝
の
気
持
ち
を
形
で
表
す
た
め
、
私
た
ち
の
生

活
に
溶
け
込
ん
だ
作
法
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
心
が
こ
も

る
の
は
そ
の
地
方
に
し
か
な
い
特
別
の
逸
品
。
頂
く
側
は

有
名
菓
子
以
上
に
地
域
固
有
の
希
少
感
に
興
味
・
好
感
度

も
ア
ッ
プ
す
る
。

　

で
は
、
南
丹
市
固
有
の
逸
品
銘
菓
は
ど
う
か
。
く
り
や

の
金
の
実
は
園
部
を
代
表
し
た
高
級
菓
子
。
一
度
食
べ
た

ら
忘
れ
ら
れ
な
い
お
い
し
さ
で
、
贈
答
菓
子
折
り
と
し
て

絶
対
的
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
株
式
会
社
く
り
や
は
市

民
に
惜
し
ま
れ
つ
つ
南
丹
市
か
ら
は
姿
を
消
し
た
。
一
方

　

八
木
で
は
、
森
彦
の
丹
栗
や
米
儀
の
栗
大
納
言
は
味
や

ボ
リ
ュ
ー
ム
感
で
根
強
い
人
気
が
あ
る
。
日
吉
や
美
山

▲庭のタカサゴフヨウ


